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ユーザ事例
データ  スト レージ企業 ： グリ ッ ド  コンピューティング

テスト環境を改善

NetApp は、 Cisco Nexus 7000 を使用して

ソ リ ューシ ョ ンのアベイラビリテ ィ を高め

ると共にインフラス ト ラクチャ要件をシン

プルにしています。

課題

NetApp が作り出すス ト レージとデータ管理の

革新的なソ リ ューシ ョ ンは、 顧客のビジネスの

飛躍的な前進を加速させ、 高いコス ト効率の達

成を支援し ています。 シンプルさ と イ ノ ベー

シ ョ ン、 そして顧客の成功を信条とする NetApp

は、 ス ト レージおよびデータ管理のプロバイ

ダーと して、 今日最も急激な成長を遂げていま

す。

巨大なテス ト環境である NetApp Dynamic Data

Center Lab （旧称 Kilo Client Lab） は、NetApp の

ソ リューシ ョ ンを導入する大企業のデータセン

ターにおける最もスケーラブルかつ最高レベルのパフォーマンス条件を上回る環境を作り

出すことが可能です。 NetApp Dynamic Data Center Lab では、 ユーティ リテ ィ  コンピュー

テ ィ ングのアプローチを現実世界の環境でテス トするこ とができます。 NetApp Dynamic

Data Center Lab の大きな利点の一つに、 仮想化されているため高度なカスタマイズが可能

であることが挙げられます。 そのため、 非常に高い柔軟性を持ちながらも、 顧客のアクテ ィ

ビテ ィは別の顧客のアクテ ィ ビテ ィから分離されています。 NetApp Dynamic Data Center

Lab の顧客は、 自身の環境にアクセスして設定と修正を行う ことができますが、 ラボ内の他

の環境に影響を及ぼす心配はありません。 このラボでは約 1,700 台のサーバ、 600 TB のス

ト レージ、 NetApp スト レージ コン トローラの全モデル、 および Nexus 7000 スイッチがホ

ステ ィングされています。 この環境は、 8 つのポッ ドに分割されています。

NetApp の課題は、最も厳しい顧客要件を NetApp Dynamic Data Center Lab を使用して再現

し、 NetApp のスト レージ ソ リューシ ョ ンの持つイ ノベーシ ョ ンの力を強調することです。

運用上の観点からは、 ラボの個々のテスト環境を完全に区分することも必要です。 ある顧客

が実施しているテストによって、 同時に別の顧客のテストに影響が及ぶことがないようにす

るためです。

「基盤となるネッ トワーク  インフラス ト ラクチャを単純化できる Cisco Nexus

7000 によって、 ソリューシ ョ ン コス トの削減が可能になると同時に、 サービス

アベイラビリテ ィの水準が引き上げられます。 このような目に見える利益を、 お

客様は求めているのです」

―David Klem、 リファレンス アーキテク ト、 NetApp

概 要
NetApp

• データ  ス ト レージ

• 米国ノースカロライナ州リサーチ ト ライアング
ル パーク

課題

• 製品使用現場における最も過酷な条件以上の条
件をテスト環境で再現できることが必要

ソリューシ ョ ン

• 顧客のス ト レージ環境における最も厳しい条件
にも対応できるよ うに、 基盤となるデータセン
ターのネッ トワークをアップグレード した

結果

• ネッ トワーク  アーキテクチャの単純化によって
インフラス ト ラクチャのコストが削減された

• Cisco Nexus 7000 のサービス無停止 アーキテク
チャによってス ト レージ サービスのアベイラビ
リテ ィが向上した

• 密度とスイッチ仮想化能力が向上した結果、柔軟
性と使用効率が高まり総所有コス ト （TCO） が
低下した
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ユーザ事例
ソリューシ ョ ン

NetApp は、 この重要な環境を支えるために Cisco® Nexus 7000 スイッチを選択しました。

それには、 多数の理由があります。 サーバ仮想化の利用の広がり、 ラ ック最適化サーバやブ

レード  サーバへの移行、および作業負荷の複雑さの高まりを受けて、 10 GbE はサーバ アク

セスの標準と して認められつつあります。 これが特に当てはまるのは、 NetApp が得意とす

るタイプのネッ トワーク  スト レージ ソリューシ ョ ンです。 そのため、 NetApp は 10 GbE に

合わせて最適化されたスイッチを求めていました。 同時に、 テク ノロジーの変化は避けられ

ず、 40 GbE と  100 GbE の到来がすぐそこに迫っていることから、 NetApp のスイッチ アー

キテクチャには、 このような新しいテク ノロジーをスムーズに統合できること と、 NetApp

およびその顧客の投資を保護するこ と も求められていました。 Nexus 7000 のアーキテク

チャは 10 GbE に最適化されており、 将来に向けて投資を保護する設計になっていることか

ら、NetApp が今日そして将来のパフォーマンス要件を満たすうえで最適な製品といえます。

スト レージ サービスの信頼性とアベイラビリテ ィは、業種を問わず最優先事項です。ネッ ト

ワーク化スト レージが採用されると、データセンターのネッ トワークがシステム アベイラビ

リテ ィ を左右することになります。Cisco Nexus 7000 のゼロ サービス ロス アーキテクチャ

は、 NetApp にう ってつけのソリューシ ョ ンです。 ハイアベイラビリテ ィのための他に類を

見ないハードウェアおよびソフ トウェアの機能を持つ Cisco Nexus 7000 を利用することで、

NetApp は、システム アベイラビリテ ィ を最高レベルに引き上げるスト レージ ソリューシ ョ

ンを顧客のために設計できるようになりました。

密度が高く、 仮想化も可能な Cisco Nexus 7000 を取り入れた NetApp のネッ トワーキング

ソリューシ ョ ンは、 柔軟で、 俊敏性にも優れています。 Cisco Nexus 7000 ならば、 NetApp

のス ト レージ ソ リューシ ョ ンの規模を拡張してもリンクのオーバーサブスク リプシ ョ ンの

リスクはありません。 同様に、 Virtual Device Context （VDC） をはじめとする Cisco Nexus

7000 の仮想化機能を利用すれば、 ト ラフ ィ ッ ク  パターンやユーザ要件が変化したときに、

ポート と帯域幅を容易に移動させることができます。 また、 スイッチのポート密度と仮想化

は、 ネッ トワークを効率的に使用するためにも役立ち、 結果としてソリューシ ョ ンの総所有

コストが低下します。

ここで注目すべきは、 NetApp Dynamic Data Center Lab が Cisco Nexus 7000 を選ぶに至っ

た理由である特性 （パフォーマンス、 投資保護、 ハイアベイラビリテ ィ、 密度、 および仮想

化） は現実世界の他のデータセンターにおいても価値があり、 したがって、 ラボで得られた

結果は顧客自身の本稼働環境でも再現できるという ことです。
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ユーザ事例
結果

NetApp がすぐに実感した利点の一つは、 NetApp のデータセンター ネッ トワーク  インフラ

スト ラクチャを単純化できるようになったことです。 パフォーマンス、 密度、 およびアベイ

ラビリテ ィ という特性を持つ Cisco Nexus 7000 を利用することで、以前の 3 レイヤ設計（コ

ア、 アグリゲーシ ョ ン、 およびアクセス） ではな く、 2 つのレイヤ （コアおよびアクセス）

を中心とするネッ トワーク  アーキテクチャを設計できるようになりました。このようにイン

フラスト ラクチャが単純化された結果、 NetApp と、 このソリューシ ョ ン アーキテクチャを

展開する顧客が負担する初期資本的支出が低下します。 データセンター ネッ トワーク  アー

キテクチャの単純化には運用コス ト低下という利点もあり、 NetApp が顧客に提供するソ

リューシ ョ ンの全体的な総所有コスト （TCO） の低下につながっています。

Cisco Nexus 7000 のハイアベイラビリテ ィ特性は、 テスト対象スト レージ ソリューシ ョ ン

の全体的なシステム アベイラビリテ ィにも貢献しています。具体的には、In Service Software

Upgrade （ISSU） やグレースフル リスタートなどのハイアベイラビリテ ィ機能が活用されて

いるため、 ネッ トワーク再構成時にもサービス中断が発生せず、 ネッ トワークの信頼性が高

まっています。このことが、NetApp Dynamic Data Center Lab でテスト されるソリューシ ョ

ンに対する顧客の信頼を高めており、 結果として、 現実世界の他の実稼働環境におけるシス

テム アベイラビリテ ィの向上につながっています。

ポー ト 密度の高さ と ラ インレー ト のポー ト を特徴とする Cisco Nexus 7000 によ って、

NetApp のスト レージ ソリューシ ョ ンのスケーラビリテ ィが高まっています。さらに、Nexus

7000 のバーチャル デバイス コンテキスト （VDC） などの仮想化機能を利用することで、 1
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ユーザ事例
つの物理スイ ッチから複数の仮想スイ ッチを作り上げるこ とが可能になりました。 たとえ

ば、アプリケーシ ョ ンの確実な稼働を続けるために、 IT オペレーシ ョ ン チームが自作のスク

リプ ト を使用して VLAN の割り当てを変更することができます。つまり、Cisco Nexus 7000

のポート密度と仮想化機能の効果が相まって、データセンター リソースが効率的かつ効果的

に使用されるようになり、 その結果、 投資回収率 （ROI） が増加します。
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